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平成 30 年度 第 6期第 4回 新潟市新津地区公民館運営審議会 議事概要 

 

日 時： 平成３１年２月２０日（水） 午後３時～４時４０分 

場 所： 新潟市新津地区公民館 ５０２研修室 

出席者： 新潟市新津地区公民館運営審議会 大沼委員，川瀬委員，相馬委員， 

中島委員，皆川委員，渡辺委員  

     事務局 新津地区公民館長，新津地区公民館主幹，鈴木，佐藤，荏原，石田 

         小須戸地区公民館長，蓑和，玉井 

 
１ 平成３０年度事業中間報告について 

（事務局）  平成３０年度の事業を報告（資料１−１，１−２） 

       ※新津地区公民館，小須戸地区公民館の順で 

（中島委員） まず，資料の訂正をお願いします。資料№１－１，新津地区公民館の

事業№15 子育てサロンの一番右側の特記事項に記載の「活動協力委員」

を「活動協力員」に訂正願います。もうひとつ，事業実施報告書「彩発

見！坐して味わうまち歩き」の第１回目の講師「齋藤祐介」さんを「齋

藤優介」さんに訂正願います。 

（事務局）  ありがとうございます。訂正します。 

（中島委員） 小須戸地区公民館の「素敵な年の重ねかた」についての補足です。9

月 21 日，「カラダの整え方」ということで，本学（新潟経営大学）の

教員と学生がお世話になりました。担当した安田からの報告では，学生

がサポート講師として参加者の方と関わり，大変良い経験ができたと聞

いています。学生たちが，この経験によって自信をつけることができた

ことが大きな成果であったと大変喜んでいました。異世代交流というか，

学び合いの関係が築かれたことは大変大きな成果だと感じています。 

もうひとつ，男の料理教室についてです。こちらの教室は 4 年目を迎

え，継続することのすばらしさを実感しています。こちらの講座は平日

の昼間に行われているようですが，参加者の属性，例えば年齢や区内在

住なのか，それ以外なのか，リピーターが多いのかなどお聞かせくださ

い。 

（事務局）  半分くらいはリピーターです。もともとこの講座は男性がひとり暮ら

しになってもがんばっていけるようにと企画したものですので，昼間の

時間帯に設定させていただいています。 

（中島委員） 男性の高齢者で，ひとり暮らしの方が増えていますからね。 

（事務局）  自分で何でもできる，また，趣味としてもやっていただければ良いと

思っています。 

（渡辺委員） 新津地区公民館で行った「秋葉区の学び『桂家ってどんな家？』」に

ついてですけれども，当初は 1 回の予定だったものが，大変好評だった

ため，2 回目を実施したということでした。私も参加したかったのです
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が，なかなか折り合いがつかず，残念ながら参加することはできません

でした。歴史に興味をもった方が多くいらっしゃる中，こういった講座

へ参加する方が多かったのではないかと思われます。参加された方はど

のような様子だったかお聞かせください。 

（事務局）  皆さん，講義中はもちろんのこと，休憩時間でも熱心に講師から話を

伺っている様子が見受けられました。まち歩きの回では，2 つの班に分

かれて，普段見落としてしまうようなところを写真に撮ったりしながら

楽しんでいたようです。 

（渡辺委員） どちらの公民館でも，定員に対しての参加者数を見る限り，十分目的

を達成しているのではないかと思います。これを次年度につなげていっ

てほしいと思います。 

（皆川委員） 新津地区公民館で各小・中学校と連携して事業を行っているようです

が，まだ連携のとれていない学校もあろうかと思います。次年度以降は

未実施の学校と順番に連携して事業を行うといったことは考えています

が。 

（事務局）  学校と関わり合いのある事業は，№8 の地域交流事業と№20 のこども

創造塾の 2 事業です。特に地域交流事業では，学・社・民の融合による

という新潟市の重点的テーマに則った事業です。この事業では，区内ほ

とんどの小・中学校を会場にして，地域の方が学ぶ機会とさせていただ

いています。この事業には，ボランティア育成という目的もありまして，

この事業で学んだ方が講師となって，こども創造塾で子どもたちと交流

するという形で進めているところです。 

（皆川委員） ほとんどの学校で，地域のボランティア育成や異世代交流をしている

ということですね。ありがとうございました。 

（渡辺委員） 人との関わりというか，学校や地域との関わりを大事にした事業が多

いと感じました。 

 

２ 2019 年度事業計画（案）について 

（事務局） 「2019 年度 事業計画（案）」について説明（資料２−１，２−２） 

       ※新津地区公民館，小須戸地区公民館の順で 

（皆川委員） 新津地区公民館の「子育てサロン」という名称が変わるのですか。 

（事務局）  「このゆびとまれ！」を「ポッポー！」に変えます。 

（皆川委員） 来年度からですか。それともすでに今年度変えたのですか。 

（事務局）  来年度からです。「ポッポー！」ということで、鳩なのか、機関車な

のか分かりづらくて申し訳ありません。名称変更の経緯について申し上

げますと、子育てサロンは平成 24 年度から月に 2 回、第 1・第 3 火曜日

に開催していました。ところが、火曜日というのは、隣の鉄道資料館が

休館日となっていまして、利用者から「なぜ休館日に暗い中で開催して

いるのか」といった声が寄せられていました（子育てサロンの会場は鉄

道資料館のある建物の 2 階）。そこで、子育てサロンの開催日を鉄道資
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料館が開館している木曜日に変更することとし、併せて鉄道をイメージ

した「ポッポー！」に名称を変更させていただきたいとするものです。 

（皆川委員） 保育室の壁面に汽車の絵が描かれているので、ちょうどいいなと思い

ました。 

（大沼委員） 同じ子育てサロンの部分ですが、特記事項が変わっています。体制が

変わるということですか。 

（事務局）  今まで参加者の方にスタッフになっていただいて、企画運営をしてい

たのですけれども、最近はお子さんが 1歳になると仕事復帰をされる方

が増え、３年ほど継続して参加されるお母さんが少なくなりまして、現

役のお母さんたちの企画というのが難しくなってきていました。そこで

見守りスタッフの育成に力を入れていこうということで、声をかけてい

る段階です。併せて体制のほうも若干変えていこうと思っています。当

面は現役のお母さんがスタッフ会議に参加していただく予定ですけれど

も、少しずつ見守りスタッフの育成のほうにも力を入れていきたいと思

っています。 

（中島委員） 新津の事業で家庭教育にかかわる事業が増えて大変うれしく思ってい

ます。 

中原八一市政になって、新年度予算が発表されましたよね。3,920 億

円。財政難、基金が底をついている状況の中でかなり積極財政ですね。

先ほど来る前に市のホームページを見ていたのですけれども、当初予算

の事務事業点検というものをやっていますね。中央公民館のところをみ

ると、活動協力員に関する予算は前年度比でマイナス 324 万円です。か

なり削減されています。活動協力員というのは、実は市民協働というの

か、パートナーシップの要といいますか、かなり重要です。この新津や

小須戸の公民館にもいますけれども、これはやはり（削減の）対象にな

るのですか。 

（事務局）  ８区すべての公民館で活動協力員の数を、失礼な言い方をさせていた

だくと、活動している量に見合った人数にしてはどうでしょうかという

ことです。つまり人口規模などに応じて協力員の数を配置したほうがい

いのではないかということで見直したものです。その中で、新津地区の

協力員数は変更なく、5名のままですが、小須戸が８名から７名の１名

減となっています。今回の見直しで各公民館の上限が７名と決められま

して、私どもとしてはこの見直し案を飲まざるを得ない状況でした。小

須戸では子供のキャンプなど、いろいろな講座等にご協力いただいて、

私どもとしては非常に助かっているのですが、どうしても人口比だとか、

他の館の事情にあわせてということです。 

（中島委員） 小須戸の事業などを見ると、活動協力員の存在感といいますか、新津

もそうですが、頑張っておられますので、１名減というのはいい方向に

は向かないと思いますけれども。 

非常に安易な予算削減策ではないかと私は少し憂えています。このこ
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とはしっかりと記録に残しておいてください。 

（相馬委員） 小須戸地区公民館の昨年度の事業で、「おはよう朝ごはん講習会」と

いうことで、中学校と一緒にやった事業もあったと思うのですけれども、

今年度は、それは予定してないのですか。 

（事務局）  中学校や小学校で行っているもので、昨年までは１カ所くらいで開催

していました。今年は 5カ所で開催したのですが、この事業の予算は中

央公民館の予算でして、私どもが執行できないものとなっていますので、

中央公民館の予算によっては開催数が減る可能性があります。学校とし

ても、こういう事業があって非常にいいと好評の事業ですが、予算の関

係でどうなるか、今のところ見えていない状況です。 

（皆川委員） 小須戸地区公民館の来年度事業計画で、家庭教育力アップ講座を小須

戸幼稚園と一緒に行うということなのですが、そのあたりのことをお聞

かせください。 

（事務局）  今回、２年続けて小須戸幼稚園でさせていただいたのですが、小須戸

地区では保育所にお母さんたちが集まるところがありまして、定期的な

子育て関係の講座はあまり利用が見込まれません。新津地区公民館で家

庭教育学級を各種やっていますので、ご興味のある方はそちらに参加い

ただいて、小須戸地区では講演会みたいなものを１回、保護者から話を

聞いてもらったり、子育てに関する悩みを講座形式で聞いてもらったり

ということをやっています。会場は当分の間、小須戸幼稚園と考えてい

ます。 

 

 

３ その他    特になし 

 

【配布資料】 
・資料１－１ 平成３０年度 事業中間報告（新津地区公民館） 
・資料１－２ 平成３０年度 事業中間報告（小須戸地区公民館） 
・資料２－１ 平成３０年度 事業計画（新津地区公民館） 
・資料２－２ 平成３０年度 事業計画（小須戸地区公民館） 
＜当日配付資料＞ 
・平成３０年度 事業実施報告（新津地区公民館） 
・平成３０年度 事業実施報告（小須戸地区公民館） 


